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『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論

䢣

四

六

駢

儷

体

に

着

目

し

て

䢣

河

野

悠

玄

は

じ

め

に

私

た

ち

は

文

章

を

書

く

際

に

、

少

な

か

ら

ず

時

と

場

合

や

読

み

手

を

意

識

し

て

文

体

を

選

択

し

て

い

る

。

手

紙

で

あ

れ

ば

、

目

上

の

人

に

対

し

て

は

時

候

の

挨

拶

か

ら

始

め

て

畏

ま

っ

た

文

体

を

採

用

す

る

が

、

気

の

置

け

な

い

友

人

に

は

く

だ

け

た

文

体

で

書

き

送

る

。

ま

た

論

文

で

あ

れ

ば

、

話

し

言

葉

や

稚

拙

な

表

現

を

避

け

て

、

読

者

を

し

て

読

む

に

値

す

る

も

の

と

思

わ

し

め

る

よ

う

に

努

め

る

。

文

体

と

は

、

内

容

と

は

別

に

文

章

の

性

格

を

左

右

し

、

品

格

を

も

た

ら

す

役

目

を

持

っ

て

い

る

と

い

え

る

だ

ろ

う

。

親

鸞

（

一

一

七

三

䢣

一

二

六

二

）

の

著

述

は

漢

文

、

漢

字

片

仮

名

交

じ

り

文

、

漢

字

交

じ

り

平

仮

名

文

の

ほ

か

、

偈

頌

や

今

様

に

よ

る

和

讃

な

ど

、

用

い

ら

れ

る

文

体

の

形

式

が

多

様

で

あ

る

。

一

人

の

著

者

に

よ

る

ま

と

ま

っ

た

量

の

文

献

資

料

と

し

て

貴

重

で

あ

る

た

め

、

近

年

は

国

語

学

の

分

野

か

ら

専

門

性

の

高

い

研

究

成

果

が

多

数

公

表

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

、

そ

れ

ら

の

国

語

学

の

研

究

成

果

を

援

用

す

る

親

鸞

研

究

は

多

く

は

な

く

、

真

宗

学

と

国

語

学

は

隣

接

分

野

で

あ

り

な

が

ら

没

交

渉

の

ま

ま

で

あ

る

と

言

わ

ざ

る

を

え

な

い

の

が

現

状

で

あ

ろ

う

。

そ

の

よ

う

な

状

況

下

に

あ

っ

て

、

能

美

潤

史

〔

二

〇

一

五

〕

は

国

語

学

の

成

果

を

援

用

し

た

親

鸞

研

究

の

一

つ

と

し

て

挙

げ

る

こ

と

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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が

で

き

る

。

能

美

氏

は

、

金

子

彰

〔

一

九

九

八

〕

が

国

語

学

者

の

立

場

か

ら

提

起

し

た

「

親

鸞

が

自

筆

消

息

の

中

で

受

信

者

の

読

解

力

に

合

わ

せ

て

、

日

常

語

で

あ

る

和

文

語

と

専

門

語

で

あ

る

漢

文

訓

読

語

を

使

い

分

け

た

の

で

は

な

い

か

」

と

い

う

問

題

を

承

け

て

、

和

語

聖

教

に

お

け

る

和

文

語

と

漢

文

訓

読

語

の

用

例

調

査

を

行

な

っ

た

。

そ

の

結

果

、

『

尊

号

真

像

銘

文

』

『

浄

土

三

経

往

生

文

類

』

が

(1)

漢

文

訓

読

語

の

割

合

が

高

い

の

に

対

し

て

、

『

一

念

多

念

文

意

』

『

唯

信

鈔

文

意

』

「

三

帖

和

讃

」

の

和

文

語

の

使

用

率

が

高

い

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

た

。

『

一

念

多

念

文

意

』

『

唯

信

鈔

文

意

』

は

「

ゐ

な

か

の

ひ

と

び

と

の

、

文

字

の

こ

ゝ

ろ

も

し

ら

ず

、

あ

さ

ま

し

き

愚

癡

き

わ

ま

り

な

き

ゆ

へ

に

、

や

す

く

こ

ゝ

ろ

え

さ

せ

む

と

て

」

と

い

う

跋

文

を

持

ち

、

「

三

帖

和

讃

」

は

「

ヤ

ワ

ラ

ゲ

ホ

メ

」

と

(2)

(3)

左

訓

が

あ

る

よ

う

に

親

鸞

は

文

体

に

よ

っ

て

読

み

手

を

「

こ

ゝ

ろ

え

や

す

か

ら

ん

」

と

す

る

工

夫

や

読

解

力

へ

の

配

慮

を

図

る

特

徴

(4)

が

あ

る

こ

と

を

結

論

づ

け

て

い

る

。

親

鸞

に

お

け

る

文

体

の

選

択

は

、

読

み

手

を

細

や

か

に

意

識

し

た

も

の

で

あ

る

と

い

う

点

に

示

唆

を

受

け

て

、

本

稿

で

取

り

上

げ

る

の

は

、

親

鸞

撰

述

の

『

顕

浄

土

真

実

教

行

証

文

類

』

（

以

下

、

『

教

行

証

文

類

』

）

に

お

け

る

文

体

、

と

り

わ

け

四

六

駢

儷

体

で

あ

る

。

(5)

親

鸞

の

四

六

駢

儷

体

に

つ

い

て

は

、

そ

の

使

用

を

指

摘

す

る

も

の

は

あ

っ

て

も

、

管

見

の

限

り

、

小

川

貫

弌

〔

一

九

六

〇

〕

を

除

い

て

先

行

研

究

が

な

い

。

そ

の

小

川

氏

の

研

究

も

四

六

駢

儷

体

に

つ

い

て

一

章

を

割

く

の

み

の

概

説

的

な

も

の

に

留

ま

る

。

小

川

氏

の

研

究

以

降

、

日

本

に

お

け

る

四

六

駢

儷

体

に

つ

い

て

の

国

語

学

の

一

定

の

研

究

成

果

が

認

め

ら

れ

る

の

で

、

そ

れ

ら

を

援

用

し

て

今

一

度

考

察

す

る

意

義

が

存

す

る

と

考

え

る

の

で

あ

る

。

そ

し

て

従

来

注

目

さ

れ

て

こ

な

か

っ

た

文

体

論

や

四

六

駢

儷

体

と

い

う

国

語

学

的

視

(6)

座

が

、

『

教

行

証

文

類

』

の

正

確

な

読

解

や

著

者

で

あ

る

親

鸞

像

の

把

握

と

い

う

真

宗

学

の

研

究

に

資

す

る

こ

と

を

指

摘

し

、

今

後

さ

ら

な

る

研

究

を

促

す

こ

と

を

本

稿

の

目

的

と

す

る

。

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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一

、

四

六

駢

儷

体

に

つ

い

て

(7)

「

駢

」

と

は

二

頭

立

て

の

馬

、

「

儷

」

は

夫

婦

の

意

味

で

、

い

ず

れ

も

対

に

な

る

も

の

を

指

し

示

し

て

い

る

。

駢

儷

体

と

は

対

句

を

中

心

と

し

て

構

成

さ

れ

る

文

章

の

こ

と

で

、

四

字

と

六

字

が

好

ん

で

用

い

ら

れ

た

の

で

四

六

駢

儷

体

と

い

わ

れ

る

。

後

漢

・

魏

の

時

代

に

対

句

が

重

ん

じ

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

、

字

数

や

対

句

の

種

類

を

整

理

・

発

展

さ

せ

る

中

に

四

六

駢

儷

体

は

生

み

出

さ

れ

、

六

朝

か

ら

唐

代

に

流

行

し

、

唐

代

中

期

の

古

文

復

興

運

動

が

定

着

す

る

ま

で

は

文

章

の

主

流

で

あ

っ

た

。

日

本

に

お

い

て

は

奈

良

時

代

の

『

日

本

書

紀

』

や

平

安

時

代

初

期

の

空

海

『

三

教

指

帰

』

に

見

ら

れ

、

次

第

に

隆

盛

を

極

め

た

。

平

安

時

代

は

貴

族

や

僧

侶

の

公

的

文

章

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、

唱

導

書

や

表

白

な

ど

に

も

用

い

ら

れ

、

当

時

の

公

文

書

は

駢

儷

体

で

書

く

の

を

要

求

さ

れ

た

と

い

う

。

(8)

ま

た

大

曾

根

章

介

〔

一

九

九

八

〕

は

、

平

安

期

の

駢

儷

体

の

四

点

の

特

徴

と

句

型

を

次

の

よ

う

に

紹

介

し

て

い

る

。

(9)

（

ア

）

四

字

お

よ

び

六

字

の

句

を

中

心

と

し

て

文

章

が

構

成

さ

れ

て

い

る

こ

と

。

（

イ

）

音

律

の

調

和

が

と

れ

て

い

る

こ

と

。

（

ウ

）

表

現

の

う

え

で

種

々

の

技

巧

が

凝

ら

さ

れ

て

い

る

こ

と

。

（

エ

）

典

拠

の

あ

る

詞

句

を

頻

繁

に

用

い

、

華

美

流

麗

な

文

章

で

あ

る

こ

と

。

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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［

発

句

］

冒

頭

に

付

さ

れ

る

句

。

対

句

に

な

ら

な

い

。

［

単

句

対

］

計

二

句

で

構

成

さ

れ

る

対

句

。

さ

ら

に

三

種

に

分

類

さ

れ

る

。

［

壮

句

］

三

字

の

対

句

。

［

緊

句

］

四

字

の

対

句

。

［

長

句

］

五

字

〜

九

字

以

上

の

対

句

。

［

隔

句

対

］

計

四

句

で

構

成

さ

れ

る

対

句

。

さ

ら

に

六

種

に

分

類

さ

れ

る

。

［

軽

隔

句

］

上

四

字

、

下

六

字

。

［

重

隔

句

］

上

六

字

、

下

四

字

。

［

疎

隔

句

］

上

三

字

、

下

字

数

を

限

ら

ず

。

［

密

隔

句

］

上

五

字

以

上

、

下

六

字

以

上

、

も

し

く

は

上

字

数

を

限

ら

ず

、

下

三

字

。

［

平

隔

句

］

上

下

と

も

四

字

、

も

し

く

は

五

字

。

［

雑

隔

句

］

上

四

字

、

下

五

・

七

・

八

字

、

下

四

字

、

ま

た

上

下

と

も

に

四

字

〜

十

二

字

。

［

漫

句

］

対

句

に

な

ら

な

い

句

。

［

送

句

］

文

の

最

後

に

つ

く

一

字

か

二

字

の

句

。

［

傍

句

］

抑

、

且

と

い

っ

た

文

中

の

接

続

詞

の

役

割

を

持

つ

句

。

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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（

イ

）

に

つ

い

て

説

明

を

加

え

る

と

、

四

六

駢

儷

体

で

は

漢

詩

同

様

に

音

律

を

調

え

る

こ

と

を

求

め

ら

れ

た

。

漢

字

に

は

平

声

・

上

声

・

去

声

・

入

声

の

四

声

が

あ

り

、

後

の

上

去

入

の

三

声

を

仄

声

と

い

う

。

こ

の

平

声

・

仄

声

に

よ

っ

て

音

律

の

調

和

を

要

求

さ

れ

る

。

単

句

対

の

場

合

は

、

前

後

の

句

の

末

尾

の

字

の

平

仄

を

変

え

、

隔

句

対

の

場

合

は

、

第

一

句

と

第

四

句

、

第

二

句

と

第

三

句

の

末

尾

の

字

の

平

仄

が

同

じ

で

あ

る

こ

と

が

規

則

で

あ

る

。

一

例

を

示

せ

ば

、

次

の

通

り

と

な

る

。

（

平

声

を

○

、

仄

声

を

●

で

示

す

）

［

単

句

対

］

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

●

［

隔

句

対

］

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

○

●

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

●

○

そ

も

そ

も

四

六

駢

儷

体

を

中

国

語

と

し

て

読

ま

ず

に

訓

読

す

る

日

本

に

お

い

て

、

平

仄

の

持

つ

音

律

的

効

果

や

技

巧

性

は

不

必

要

な

も

の

で

あ

る

。

し

か

し

日

本

や

朝

鮮

の

漢

字

音

で

は

声

調

が

脱

落

し

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

ど

の

字

が

平

声

で

ど

の

字

が

仄

声

か

を

暗

記

す

る

か

字

書

で

調

べ

て

漢

文

を

書

い

て

い

た

と

い

う

。

実

際

、

日

本

漢

文

史

上

に

は

平

仄

を

完

璧

に

調

え

た

文

章

も

残

さ

れ

(10)

て

お

り

、

書

き

手

が

ど

れ

ほ

ど

の

意

識

を

持

っ

て

い

た

か

は

揺

れ

が

あ

っ

て

判

然

と

し

な

い

。

特

に

僧

侶

に

よ

る

四

六

駢

儷

体

に

つ

い

て

は

国

語

学

の

研

究

に

お

い

て

も

未

解

明

の

部

分

が

多

く

、

親

鸞

の

四

六

駢

儷

体

に

お

け

る

平

仄

に

つ

い

て

も

同

様

で

あ

る

。

(11)

（

ウ

）

の

表

現

の

う

え

で

種

々

の

技

巧

が

凝

ら

さ

れ

て

い

る

こ

と

と

い

う

の

は

、

多

様

な

対

句

や

工

夫

が

見

ら

れ

る

こ

と

な

ど

を

指

す

。

こ

れ

に

よ

っ

て

文

章

に

品

格

や

格

調

が

備

わ

る

と

い

え

る

だ

ろ

う

。

単

句

対

よ

り

も

技

巧

が

必

要

な

隔

句

対

の

方

が

評

価

さ

れ

、

そ

の

隔

句

対

の

中

で

は

軽

・

重

隔

句

が

最

上

、

次

い

で

疎

・

密

隔

句

、

そ

し

て

平

・

雑

隔

句

の

順

に

評

価

さ

れ

る

。

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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（

エ

）

は

（

ウ

）

に

や

や

重

複

す

る

が

、

典

拠

の

あ

る

言

葉

や

表

現

を

用

い

る

こ

と

で

文

章

に

品

格

や

格

調

の

付

与

効

果

を

狙

っ

た

も

の

な

ど

を

指

す

。

卑

近

な

例

を

挙

げ

れ

ば

、

現

代

の

私

た

ち

も

中

国

古

典

に

典

拠

の

あ

る

「

矛

盾

」

「

完

璧

」

な

ど

の

表

現

を

使

っ

て

い

る

が

、

四

六

駢

儷

体

で

は

そ

れ

を

積

極

的

に

文

章

作

成

に

反

映

さ

せ

る

。

典

拠

へ

の

意

識

は

四

六

駢

儷

体

に

限

っ

た

話

で

は

な

い

が

、

四

六

駢

儷

体

で

は

欠

く

こ

と

の

で

き

な

い

要

素

で

あ

る

。

二

、

『

教

行

証

文

類

』

に

お

け

る

四

六

駢

儷

体

『

教

行

証

文

類

』

に

お

け

る

四

六

駢

儷

体

は

親

鸞

の

私

釈

部

分

に

散

見

さ

れ

る

が

、

と

り

わ

け

親

鸞

が

注

力

し

た

と

考

え

ら

れ

る

の

が

、

い

わ

ゆ

る

三

序

（

総

序

・

別

序

・

後

序

）

と

呼

ば

れ

て

き

た

箇

所

で

あ

る

。

ま

と

め

て

図

示

す

る

と

次

の

よ

う

に

な

る

。

■■■■

総

序

（

『

聖

典

全

書

』

二

・

六

～

七

頁

）

（

平

仄

は

平

声

を

○

、

仄

声

を

●

で

示

す

）

［

発

句

］

窃

以

(12)

［

軽

隔

句

］

難

思

弘

誓

度

難

度

海

大

船

●

○

無

礙

光

明

破

無

明

闇

恵

日

○

●

［

傍

句

］

然

則

［

雑

隔

句

］

浄

邦

縁

熟

調

達

闍

世

興

逆

害

●

●

浄

業

機

彰

釈

迦

韋

提

選

安

養

○

●

［

傍

句

］

斯

乃

［

疎

隔

句

］

権

化

仁

救

斉

済

苦

悩

群

萌

○

○

世

雄

悲

正

欲

恵

逆

謗

闡

提

○

○

［

傍

句

］

故

知

［

平

隔

句

］

円

融

至

徳

嘉

号

転

悪

成

徳

正

智

●

●

難

信

金

剛

信

楽

除

疑

獲

証

真

理

●

●

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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［

送

句

］

也

［

傍

句

］

爾

者

［

長

句

］

凡

小

易

修

真

教

愚

鈍

易

往

捷

径

●

●

［

漫

句

］

大

聖

一

代

教

無

如

是

之

徳

海

［

緊

句

］

捨

穢

忻

浄

迷

行

惑

信

●

●

［

緊

句

］

心

昏

識

寡

悪

重

障

多

●

○

［

長

句

］

特

仰

如

来

発

遣

必

帰

最

勝

直

道

●

●

［

緊

句

］

専

奉

斯

行

唯

崇

斯

信

○

(

●

)

●

［

発

句

］

噫

［

平

隔

句

］

弘

誓

強

縁

多

生

叵

値

○

●

真

実

浄

信

億

劫

叵

獲

●

●

［

緊

句

］

遇

獲

行

信

遠

慶

宿

縁

●

○

［

傍

句

］

若

也

［

長

句

］

此

廻

覆

蔽

疑

網

更

復

逕

歴

曠

劫

●

●

［

傍

句

］

誠

哉

［

長

句

］

摂

取

不

捨

真

言

超

世

希

有

正

法

○

●

［

漫

句

］

聞

思

莫

遅

慮

［

傍

句

］

爰

愚

禿

釈

親

鸞

［

傍

句

］

慶

哉

［

長

句

］

西

蕃

月

支

聖

典

東

夏

日

域

師

釈

●

●

(13)

［

長

句

］

難

遇

今

得

遇

難

聞

已

得

聞

●

○

［

長

句

］

敬

信

真

宗

教

行

証

特

知

如

来

恩

徳

深

●

○

［

傍

句

］

斯

以

［

壮

句

］

慶

所

聞

嘆

所

獲

○

●

［

送

句

］

矣

■■■■

別

序

（

『

聖

典

全

書

』

二

・

六

五

頁

）

［

発

句

］

夫

以

［

疎

隔

句

］

獲

得

信

楽

発

起

自

如

来

選

択

願

心

●

○

開

闡

真

心

顕

彰

従

大

聖

矜

哀

善

巧

○

●

［

傍

句

］

然

［

緊

句

］

末

代

道

俗

近

世

宗

師

●

○

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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［

平

隔

句

］

沈

自

性

唯

心

貶

浄

土

真

証

○

●

迷

定

散

自

心

昏

金

剛

真

信

○

●

［

傍

句

］

爰

愚

禿

釈

親

鸞

［

平

隔

句

］

信

順

諸

仏

如

来

真

説

●

●

披

閲

論

家

釈

家

宗

義

○

●

［

長

句

］

広

蒙

三

経

光

沢

特

開

一

心

華

文

●

○

［

緊

句

］

且

至

疑

問

遂

出

明

証

●

●

［

長

句

］

誠

念

仏

恩

深

重

不

恥

人

倫

哢

言

●

○

［

長

句

］

忻

浄

邦

徒

衆

厭

穢

域

庶

類

●

●

［

緊

句

］

雖

加

取

捨

莫

生

毀

謗

●

●

［

送

句

］

矣

■■■■

後

序

（

『

聖

典

全

書

』

二

・

二

五

三

～

二

五

五

頁

）

［

発

句

］

窃

以

［

平

隔

句

］

聖

道

諸

教

行

証

久

廃

●

●

浄

土

真

宗

証

道

今

盛

○

●

［

傍

句

］

然

［

密

隔

句

］

諸

寺

釈

門

昏

教

兮

不

知

真

仮

門

戸

●

●

洛

都

儒

林

迷

行

兮

無

弁

邪

正

道

路

○

(

●

)

●

［

傍

句

］

斯

以

［

漫

句

］

興

福

寺

学

徒

奏

達

太

上

天

皇

｛

号

後

鳥

羽

院

諱

尊

成

｝

今

上

｛

号

土

御

門

院

諱

為

仁

｝

聖

暦

承

元

丁

卯

歳

仲

春

上

旬

之

候

［

漫

句

］

主

上

臣

下

［

緊

句

］

背

法

違

義

成

忿

結

怨

●

●

(14)

［

傍

句

］

因

茲

［

漫

句

］

真

宗

興

隆

大

祖

源

空

法

師

并

門

徒

数

輩

不

考

罪

科

猥

坐

死

罪

或

改

僧

儀

賜

姓

名

処

遠

流

予

其

一

也

爾

者

已

非

僧

非

俗

是

故

以

禿

字

為

姓

空

師

并

弟

子

等

坐

諸

方

辺

州

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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経

五

年

居

諸

皇

帝

｛

佐

土

院

諱

守

成

｝

聖

代

建

暦

辛

未

歳

子

月

中

旬

第

七

日

蒙

勅

免

入

洛

已

後

空

居

洛

陽

東

山

西

麓

鳥

部

野

北

辺

大

谷

同

二

年

壬

申

寅

月

下

旬

第

五

日

午

時

入

滅

奇

瑞

不

可

称

計

見

別

伝

［

傍

句

］

然

愚

禿

釈

鸞

［

密

隔

句

］

建

仁

辛

酉

暦

棄

雑

行

兮

帰

本

願

●

●

元

久

乙

丑

歳

蒙

恩

恕

兮

書

選

択

●

●

［

漫

句

］

同

年

初

夏

中

旬

第

四

日

選

択

本

願

念

仏

集

内

題

字

并

南

無

阿

弥

陀

仏

往

生

之

業

念

仏

為

本

与

釈

綽

空

字

以

空

真

筆

令

書

之

同

日

空

之

真

影

申

預

奉

図

画

同

二

年

閏

七

月

下

旬

第

九

日

真

影

銘

以

真

筆

令

書

南

無

阿

弥

陀

仏

与

若

我

成

仏

十

方

衆

生

称

我

名

号

下

至

十

声

若

不

生

者

不

者

正

覚

彼

仏

今

現

在

成

仏

当

知

本

誓

重

願

不

虚

衆

生

称

念

必

得

往

生

之

真

文

又

依

夢

告

改

綽

空

字

同

日

以

御

筆

令

書

名

之

字

畢

本

師

聖

人

今

年

七

旬

三

御

歳

也

選

択

本

願

念

仏

集

者

依

禅

定

博

陸

｛

月

輪

殿

兼

実

法

名

円

照

｝

之

教

命

所

令

撰

集

也

真

宗

簡

要

念

仏

奥

義

摂

在

于

斯

見

者

易

諭

［

傍

句

］

誠

是

［

長

句

］

希

有

最

勝

之

華

文

無

上

甚

深

之

宝

典

○

●

［

送

句

］

也

［

雑

隔

句

］

渉

年

渉

日

蒙

其

教

誨

之

人

雖

千

万

●

(

○

)

●

(

三

句

対

)

云

親

云

疎

獲

此

見

写

之

徒

甚

以

難

○

(

○

)

○

［

傍

句

］

爾

既

［

緊

句

］

書

写

製

作

図

画

真

影

●

●

［

長

句

］

是

専

念

正

業

之

徳

也

●

●

是

決

定

往

生

之

徴

也

○

●

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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［

傍

句

］

仍

［

長

句

］

抑

悲

喜

之

涙

註

由

来

之

縁

●

○

［

傍

句

］

慶

哉

［

長

句

］

樹

心

弘

誓

仏

地

流

念

難

思

法

海

●

●

(15)

［

長

句

］

深

知

如

来

矜

哀

良

仰

師

教

恩

厚

○

●

［

緊

句

］

慶

喜

弥

至

至

孝

弥

重

●

●

［

傍

句

］

因

茲

［

緊

句

］

鈔

真

宗

詮

摭

浄

土

要

○

●

［

長

句

］

唯

念

仏

恩

深

不

恥

人

倫

嘲

○

○

［

漫

句

］

若

見

聞

斯

書

者

［

緊

句

］

信

順

為

因

疑

謗

為

縁

○

○

［

長

句

］

信

楽

彰

於

願

力

妙

果

顕

於

安

養

●

●

［

送

句

］

矣

こ

れ

ら

の

三

序

の

対

句

を

整

理

す

る

と

次

の

よ

う

に

図

示

で

き

る

。

対

句

の

種

類

と

使

用

回

数

単

句

対

隔

句

対

壮

句

緊

句

長

句

軽

隔

句

重

隔

句

疎

隔

句

密

隔

句

平

隔

句

雑

隔

句

総

序

１

４

７

１

０

１

０

２

１

別

序

０

３

３

０

０

０

０

２

１

後

序

０

５

７

０

０

０

２

１

１

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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右

図

か

ら

親

鸞

が

様

々

な

種

類

の

対

句

を

用

い

て

三

序

を

著

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。

よ

り

技

巧

が

必

要

な

隔

句

対

も

複

数

使

わ

れ

、

総

序

は

別

序

と

後

序

に

比

し

て

隔

句

対

の

な

か

で

も

技

巧

に

富

ん

だ

軽

隔

対

や

疎

隔

対

が

用

い

ら

れ

る

こ

と

に

特

色

が

見

ら

れ

る

。

親

鸞

が

総

序

の

四

六

駢

儷

体

に

特

に

注

意

を

払

っ

た

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う

。

（

ア

）

四

字

お

よ

び

六

字

の

句

を

中

心

と

し

て

文

章

が

構

成

さ

れ

て

い

る

こ

と

三

序

と

も

に

四

六

を

中

心

に

様

々

な

対

句

を

駆

使

さ

れ

て

い

る

が

、

特

に

注

目

に

値

す

る

の

は

総

序

が

前

段

は

隔

句

対

、

中

段

は

緊

句

対

、

後

段

は

長

句

対

と

い

う

よ

う

に

対

句

型

に

も

変

化

を

加

え

る

工

夫

が

見

ら

れ

る

点

で

あ

る

。

同

型

の

対

句

の

連

続

は

変

化

に

欠

け

る

が

、

総

序

は

そ

の

失

を

意

識

的

に

免

れ

て

い

る

と

い

え

る

。

ま

た

後

序

で

は

、

対

句

を

形

成

し

な

い

漫

句

が

長

く

挿

入

さ

れ

る

部

分

が

二

箇

所

あ

る

。

親

鸞

も

連

座

し

た

法

然

教

団

の

弾

圧

で

(16)

あ

る

承

元

の

法

難

の

記

事

と

、

法

然

か

ら

『

選

択

本

願

念

仏

集

』

の

書

写

と

真

影

の

図

画

を

許

可

さ

れ

た

記

事

で

あ

る

。

い

ず

れ

も

人

名

や

引

用

文

を

正

確

に

記

す

必

要

が

あ

る

重

要

な

記

事

で

あ

る

た

め

に

、

対

句

や

字

数

の

制

限

を

受

け

な

い

文

章

で

記

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

親

鸞

が

四

六

駢

儷

体

と

そ

れ

以

外

の

文

体

と

の

特

性

を

考

慮

し

て

柔

軟

に

使

い

分

け

て

い

る

と

見

る

こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う

。

（

イ

）

音

律

の

調

和

が

と

れ

て

い

る

こ

と

平

仄

の

調

和

・

不

調

和

は

次

の

よ

う

に

図

示

で

き

る

が

、

こ

れ

が

ど

れ

ほ

ど

の

合

致

率

で

あ

る

か

の

評

価

は

、

後

に

他

の

僧

侶

の

駢

儷

体

に

お

け

る

平

仄

と

の

比

較

に

よ

っ

て

行

な

う

。

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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平

仄

の

合

致

の

度

合

い

単

句

対

隔

句

対

調

和

不

調

和

調

和

不

調

和

総

序

７

５

１

４

別

序

３

３

１

２

後

序

４

７

０

４

（

ウ

）

表

現

の

う

え

で

種

々

の

技

巧

が

凝

ら

さ

れ

て

い

る

こ

と

（

エ

）

典

拠

の

あ

る

詞

句

を

頻

繁

に

用

い

、

華

美

流

麗

な

文

章

で

あ

る

こ

と

親

鸞

は

典

拠

に

依

り

な

が

ら

多

様

な

対

句

を

著

わ

し

て

い

る

。

ひ

と

つ

例

を

挙

げ

る

と

、

総

序

の

「

西

蕃

月

支

聖

典

東

夏

日

域

師

釈

」

で

は

西

・

東

と

月

・

日

の

対

句

が

見

ら

れ

る

。

特

に

月

・

日

の

対

句

は

字

対

と

い

い

、

月

支

・

日

域

の

意

味

に

は

直

接

星

座

の

月

と

日

（

太

陽

）

は

関

係

な

い

が

、

字

の

性

質

に

依

っ

て

対

句

を

形

成

し

て

い

る

。

こ

れ

は

『

浄

土

文

類

聚

鈔

』

「

帰

印

度

西

蕃

論

説

仰

華

漢

日

域

師

釈

」

の

句

よ

り

も

さ

ら

に

技

巧

が

加

え

ら

れ

て

い

る

と

い

え

る

。

な

お

、

「

西

蕃

・

東

夏

」

の

語

は

義

浄

『

大

唐

西

(17)

域

求

法

高

僧

伝

』

が

典

拠

と

考

え

ら

れ

る

。

親

鸞

の

典

拠

に

関

す

る

傾

向

は

、

「

西

蕃

・

東

夏

」

の

語

の

よ

う

に

浄

土

教

徒

以

外

に

も

膾

炙

す

る

典

籍

も

見

ら

れ

る

が

、

『

教

行

証

文

類

』

に

引

用

さ

れ

る

浄

土

教

の

経

論

釈

が

中

心

で

あ

る

。

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論



- 66 -

三

、

法

然

門

下

に

お

け

る

四

六

駢

儷

体

『

教

行

証

文

類

』

に

お

け

る

四

六

駢

儷

体

を

確

認

し

た

が

、

同

時

代

の

他

の

僧

侶

が

書

い

た

駢

儷

文

と

の

比

較

に

よ

っ

て

親

鸞

の

文

体

の

特

徴

を

よ

り

明

ら

か

に

し

た

い

。

親

鸞

と

同

時

代

で

は

、

入

宋

僧

で

あ

る

俊

芿

や

栄

西

の

ほ

か

、

日

蓮

（

一

二

二

二

䢣

一

二

八

二

）

が

『

立

正

安

国

論

』

に

四

六

駢

儷

体

を

用

い

て

い

る

。

い

ま

『

教

行

証

文

類

』

と

比

較

す

る

に

あ

た

っ

て

は

、

同

じ

法

然

門

下

と

い

う

共

通

点

の

あ

る

敬

西

房

信

瑞

（

？

䢣

一

二

七

九

）

の

諸

著

作

と

聖

覚

（

一

一

七

六

䢣

一

二

三

五

）

の

「

聖

覚

法

印

表

白

文

」

を

取

り

上

げ

る

。

(18)

信

瑞

は

長

楽

寺

隆

寛

と

法

蓮

房

信

空

の

弟

子

で

、

浄

土

教

関

連

の

『

明

義

進

行

集

』

『

広

疑

瑞

決

集

』

の

ほ

か

、

俊

芿

の

伝

記

で

あ

る

『

泉

涌

寺

不

可

棄

法

師

伝

』

、

音

義

書

で

あ

る

『

浄

土

三

部

経

音

義

集

』

を

著

し

た

。

親

鸞

が

こ

れ

ら

の

信

瑞

著

作

を

閲

覧

し

た

か

は

判

断

し

か

ね

る

が

、

同

時

代

の

法

然

門

下

で

あ

り

、

比

較

対

象

と

し

て

適

当

と

考

え

る

。

ま

た

信

瑞

著

作

の

四

六

駢

儷

体

に

つ

い

て

は

前

島

信

也

〔

二

〇

二

一

〕

が

句

型

の

分

類

や

平

仄

の

合

致

の

度

合

い

な

ど

を

検

討

し

て

い

る

の

で

、

本

稿

は

そ

の

成

果

を

依

用

す

る

。

詳

細

は

本

書

を

参

照

さ

れ

た

い

。

聖

覚

は

親

鸞

が

晩

年

ま

で

敬

慕

し

た

人

物

と

し

て

知

ら

れ

、

そ

の

父

、

安

居

院

流

澄

憲

も

多

く

の

四

六

駢

儷

体

の

表

白

文

を

残

し

て

い

る

。

「

聖

覚

法

印

表

白

文

」

は

聖

覚

が

法

然

の

六

七

日

法

要

に

際

し

て

制

作

さ

れ

た

表

白

文

と

い

わ

れ

て

い

る

が

、

法

然

在

世

中

と

す

る

見

解

も

あ

る

。

こ

の

表

白

文

は

真

宗

高

田

派

専

修

寺

蔵

の

『

見

聞

集

』

所

収

の

『

唯

信

鈔

』

の

奥

書

か

ら

尾

題

ま

で

の

間

に

親

鸞

が

書

写

し

て

い

る

。

奥

書

に

「

文

暦

二

歳

乙

未

六

月

十

九

日

愚

禿

親

鸞

書

之

」

と

あ

る

こ

と

か

ら

、

同

年

三

月

の

聖

覚

示

寂

の

報

に

接

し

て

親

鸞

が

認

め

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

親

鸞

は

『

尊

号

真

像

銘

文

』

で

註

釈

を

施

し

て

い

る

。

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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■■■■

「

聖

覚

法

印

表

白

文

」

（

『

聖

典

全

書

』

二

・

九

七

〇

～

九

七

一

頁

）

［

発

句

］

夫

［

雑

隔

句

］

根

有

利

鈍

者

教

有

漸

頓

●

●

機

有

奢

促

者

行

有

難

易

●

●

［

傍

句

］

当

知

［

雑

隔

句

］

聖

道

諸

門

(
者

)

漸

教

也

又

難

行

也

●

●

(19)

浄

土

一

宗

者

頓

教

也

又

易

行

也

●

●

［

傍

句

］

所

謂

［

雑

隔

句

］

真

言

・

止

観

之

行

猿

猴

情

難

学

○

(

●

)

●

三

論

・

法

相

之

教

牛

羊

眼

易

迷

●

○

［

傍

句

］

然

至

我

宗

者

［

軽

隔

句

］

弥

陀

本

願

定

行

因

於

十

念

●

●

善

導

料

簡

決

器

量

於

三

心

●

○

［

雑

隔

句

］

雖

非

利

智

精

進

専

念

実

易

勤

●

○

雖

非

多

聞

広

学

信

力

何

不

備

●

●

［

傍

句

］

況

［

雑

隔

句

］

論

滅

罪

之

功

力

消

五

逆

於

称

名

之

十

声

●

○

談

生

善

之

徳

用

極

十

地

於

順

次

之

一

生

●

○

［

傍

句

］

依

之

［

密

隔

句

］

濁

世

之

凡

夫

橫

截

五

趣

之

昏

衢

○

○

末

代

之

愚

士

竪

極

九

品

之

階

級

●

●

［

傍

句

］

然

我

大

師

聖

人

［

平

隔

句

］

為

釈

尊

之

使

者

弘

念

仏

之

一

門

●

○

為

善

導

之

再

誕

勧

称

名

之

一

行

●

○

(

●

)

［

重

隔

句

］

専

修

専

念

之

行

自

此

漸

弘

○

(

●

)

○

無

間

無

余

之

勤

在

今

始

知

○

○

(

●

)

［

傍

句

］

然

則

［

雑

隔

句

］

破

戒

罪

根

之

輩

加

肩

入

往

生

之

道

●

●

(20)

下

智

浅

才

之

類

振

臂

赴

浄

土

之

門

●

○

(21)

(22)

［

傍

句

］

誠

知

［

雑

隔

句

］

无

明

長

夜

之

大

灯

炬

也

何

悲

智

眼

闇

●

●

生

死

大

海

之

大

船

筏

也

豈

煩

業

障

重

●

●

(23)

［

傍

句

］

爰

法

主

［

漫

句

］

幸

依

上

人

化

導

大

信

彼

仏

本

願

浄

土

往

生

敢

不

残

疑

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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弥

陀

来

迎

只

専

憑

者

歟

［

傍

句

］

豈

図

［

軽

隔

句

］

悠

悠

生

死

以

今

生

為

最

後

●

●

(24)

漫

漫

流

転

以

此

身

為

際

限

●

●

［

漫

句

］

倩

思

教

授

恩

徳

実

等

弥

陀

悲

願

者

歟

［

長

句

］

粉

骨

可

報

之

摧

身

可

謝

之

○

○

(25)

［

傍

句

］

依

之

［

平

隔

句

］

報

恩

斎

会

修

於

眼

前

●

○

値

遇

願

念

萌

於

心

中

●

○

［

傍

句

］

願

［

雑

隔

句

］

弥

陀

如

来

善

導

和

尚

鑑

信

心

垂

哀

愍

○

●

●

(

三

句

対

)

大

師

上

人

同

学

等

侶

照

懇

志

致

随

喜

○

●

●

(26)

［

長

句

］

自

他

同

往

生

極

楽

界
●

師

弟

共

奉

仕

弥

陀

仏
●

［

平

隔

句

］

蓮

華

初

開

之

時

先

悟

今

日

之

縁

○

○

引

接

結

縁

之

夕

必

導

今

日

之

衆

●

●

(27)

※

紙

数

の

都

合

上

、

信

瑞

の

諸

著

作

の

四

六

駢

儷

体

に

つ

い

て

は

前

島

〔

二

〇

二

一

〕

を

参

照

さ

れ

た

い

。

以

下

、

各

著

述

の

駢

儷

文

を

①

か

ら

⑤

に

配

当

し

、

図

示

す

る

。

①

信

瑞

『

浄

土

三

部

経

音

義

集

』

の

序

文

②

信

瑞

『

浄

土

三

部

経

音

義

集

』

の

跋

文

③

信

瑞

『

泉

涌

寺

不

可

棄

法

師

伝

』

末

尾

の

賛

文

④

信

瑞

『

広

疑

瑞

決

集

』

の

序

文

⑤

聖

覚

「

聖

覚

法

印

表

白

文

」

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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対

句

の

種

類

と

使

用

回

数

単

句

対

隔

句

対

壮

句

緊

句

長

句

軽

隔

句

重

隔

句

疎

隔

句

密

隔

句

平

隔

句

雑

隔

句

①

０

０

０

０

０

１

８

13

11

瑞

②

１

３

７

０

０

０

０

０

０

信

③

０

９

１

０

０

０

１

２

12

④

０

４

２

０

０

０

０

１

０

聖

覚

⑤

０

０

２

２

１

０

１

３

８

平

仄

の

合

致

の

度

合

い単

句

対

隔

句

対

調

和

不

調

和

調

和

不

調

和

①

５

５

４

19

瑞

②

１

０

０

10

信

③

１

４

10

10

④

４

２

１

０

聖

覚

⑤

０

２

１

14

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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比

較

に

よ

っ

て

わ

か

る

の

は

、

信

瑞

は

単

句

対

が

多

い

の

に

対

し

て

、

聖

覚

は

隔

句

対

を

非

常

に

多

用

す

る

。

親

鸞

は

聖

覚

ほ

ど

で

は

な

い

が

同

傾

向

と

位

置

づ

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

信

瑞

が

単

句

対

と

隔

句

対

の

い

ず

れ

も

長

文

の

句

を

多

用

す

る

の

は

信

瑞

個

人

の

特

徴

と

い

う

可

能

性

も

あ

る

が

、

山

本

真

吾

〔

二

〇

〇

六

〕

が

平

安

時

代

の

表

白

や

願

文

を

調

査

し

、

時

代

が

下

が

る

ほ

ど

句

の

長

文

化

が

見

ら

れ

る

と

い

う

指

摘

と

符

合

す

る

。

信

瑞

が

聖

覚

と

親

鸞

よ

り

や

や

四

六

駢

儷

体

の

習

得

時

期

が

下

る

た

め

と

い

う

可

能

性

も

考

え

ら

れ

る

。

ま

た

信

瑞

は

漢

籍

な

ど

の

外

典

を

典

拠

に

多

く

用

い

る

の

に

対

し

て

、

聖

覚

と

親

鸞

は

そ

の

傾

向

が

見

ら

れ

ず

、

浄

土

教

関

連

典

籍

が

中

心

で

あ

る

。

な

お

、

平

仄

に

関

し

て

は

、

聖

覚

は

ほ

と

ん

ど

合

致

し

て

い

な

い

こ

と

が

わ

か

る

。

信

瑞

は

、

比

較

的

合

致

す

る

も

の

も

あ

る

が

、

前

島

〔

二

〇

二

一

〕

が

「

厳

密

で

は

な

い

」

と

評

価

す

る

よ

う

に

、

意

識

的

に

平

仄

を

揃

え

て

い

た

と

は

い

い

が

た

い

。

ゆ

え

に

信

(28)

瑞

と

比

較

的

傾

向

が

似

て

い

る

親

鸞

に

お

け

る

平

仄

に

つ

い

て

も

判

断

は

留

保

せ

ざ

る

を

え

な

い

。

こ

れ

は

、

親

鸞

が

諸

著

作

で

声

点

を

加

点

し

て

清

濁

を

厳

密

に

区

別

し

て

い

た

と

い

う

音

声

へ

の

意

識

と

一

見

す

る

と

矛

盾

す

る

よ

う

に

思

わ

れ

る

が

、

同

時

代

の

四

(29)

六

駢

儷

体

と

対

照

す

る

こ

と

で

当

時

の

僧

侶

の

日

本

漢

文

に

お

い

て

平

仄

の

合

致

が

そ

れ

ほ

ど

重

要

で

は

な

か

っ

た

と

結

論

づ

け

ら

れ

る

だ

ろ

う

。

四

、

親

鸞

の

文

体

論

が

示

す

親

鸞

像

親

鸞

が

書

き

手

と

し

て

四

六

駢

儷

体

で

対

句

に

大

き

な

注

意

を

払

っ

て

い

た

こ

と

が

知

ら

れ

る

こ

と

で

、

逆

に

前

景

化

す

る

の

が

読

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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み

手

と

し

て

の

親

鸞

像

で

あ

る

。

親

鸞

は

『

教

行

証

文

類

』

に

膨

大

な

経

論

釈

を

引

用

す

る

中

で

自

ら

訓

点

を

付

し

、

時

に

一

般

的

な

読

み

方

と

は

異

質

な

読

解

を

示

す

訓

点

が

見

ら

れ

る

。

こ

の

独

特

な

訓

点

を

め

ぐ

っ

て

は

、

単

に

親

鸞

に

と

っ

て

自

然

な

読

み

方

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

も

の

も

混

在

す

る

た

め

、

親

鸞

の

意

図

が

介

在

す

る

か

否

か

は

判

断

が

つ

か

な

い

場

合

が

あ

る

。

一

例

を

示

す

と

、

次

の

「

証

文

類

」

の

『

往

生

論

註

』

引

文

で

あ

る

。

法

身

無

像

而

殊

形

並

応

至

韻

無

言

而

玄

籍

弥

布

冥

権

無

謀

而

動

与

事

会

こ

れ

は

菩

薩

荘

厳

功

徳

成

就

釈

の

僧

肇

の

『

註

維

摩

経

』

か

ら

の

引

用

文

で

あ

る

が

、

通

常

は

、

法

身

は

像

無

く

し

て

殊

形

並

び

に

応

ず

。

至

韻

は

言

無

く

し

て

玄

籍

弥

く

布

け

り

。

冥

権

謀

無

く

し

て

動

じ

て

事

と

会

う

と

。

（

『

聖

典

全

書

』

一

・

五

一

五

頁

、

書

き

下

し

筆

者

）

と

、

三

句

の

対

句

と

し

て

読

む

べ

き

箇

所

で

あ

る

が

、

親

鸞

は

対

句

を

崩

し

て

、

法

身

は

像

な

く

し

て

形

を

殊

に

す

、

並

び

に

至

韻

に

応

ず

。

言

無

く

し

て

玄

籍

弥

布

き

、

冥

権

謀

無

く

し

て

動

じ

て

事

を

会

す

と

。

（

『

聖

典

全

書

』

二

・

一

四

二

頁

、

書

き

下

し

筆

者

）

と

訓

じ

て

い

る

。

こ

の

箇

所

を

殿

内

恒

〔

一

九

九

六

〕

は

、

通

常

で

あ

れ

ば

、

法

身

・

至

韻

・

冥

権

を

同

格

と

し

て

、

真

如

そ

の

も

の

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論



- 72 -

が

は

た

ら

く

具

体

的

な

相

を

三

通

り

の

角

度

か

ら

示

し

た

と

考

え

ら

れ

る

が

、

親

鸞

は

対

句

で

読

ま

な

い

こ

と

で

、

法

身

が

全

体

の

主

語

と

な

り

、

至

韻

は

法

身

の

あ

ら

わ

れ

の

一

つ

に

位

置

づ

け

ら

れ

、

至

韻

の

あ

ら

わ

れ

と

示

さ

れ

て

い

た

玄

籍

も

、

法

身

の

あ

ら

わ

れ

と

な

る

。

そ

し

て

冥

権

以

下

は

、

法

身

の

あ

り

よ

う

を

総

じ

た

も

の

と

見

る

こ

と

が

で

き

る

と

解

釈

し

て

い

る

。

殿

内

氏

は

論

文

の

冒

頭

で

「

今

は

、

親

鸞

の

意

図

が

込

め

ら

れ

て

い

た

か

否

か

を

問

う

こ

と

な

く

」

と

親

鸞

の

独

特

な

訓

点

が

意

(30)

図

的

な

も

の

か

を

括

弧

に

入

れ

て

い

る

が

、

脚

注

に

お

い

て

「

こ

の

「

至

韻

」

を

い

ま

仮

に

名

号

と

見

れ

ば

、

法

身

が

「

形

を

殊

に

」

し

、

か

つ

「

至

韻

に

応

ず

」

る

と

示

す

こ

こ

の

文

は

、

い

わ

ゆ

る

垂

名

示

形

の

義

を

示

さ

ん

と

し

た

も

の

と

見

る

こ

と

も

で

き

る

だ

ろ

う

」

と

親

鸞

の

意

図

的

な

訓

読

の

可

能

性

を

示

唆

し

て

い

る

。

い

ま

親

鸞

の

意

図

が

介

在

す

る

も

の

と

見

る

な

ら

ば

、

晩

年

の

和

語

(31)
聖

教

に

見

ら

れ

る

二

種

法

身

説

と

同

様

な

法

身

観

や

名

号

観

が

す

で

に

『

教

行

証

文

類

』

に

垣

間

見

え

る

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う

。本

稿

で

明

ら

か

に

な

っ

た

よ

う

に

、

親

鸞

が

書

き

手

と

し

て

四

六

駢

儷

体

で

対

句

を

使

い

こ

な

す

漢

文

作

成

能

力

を

持

っ

て

い

た

こ

と

を

考

慮

す

る

と

、

読

み

手

の

親

鸞

が

こ

の

対

句

を

読

み

誤

っ

た

と

い

う

蓋

然

性

は

少

し

く

低

下

し

、

意

図

的

に

対

句

を

崩

し

て

読

ん

だ

と

す

る

説

を

傍

証

す

る

こ

と

が

で

き

る

と

い

え

よ

う

。

も

ち

ろ

ん

、

文

章

か

ら

著

者

の

意

図

を

完

全

に

読

み

取

る

こ

と

は

不

可

能

な

行

為

で

あ

る

が

、

書

き

手

と

し

て

の

親

鸞

の

能

力

を

視

座

に

据

え

て

『

教

行

証

文

類

』

を

読

解

す

る

こ

と

は

、

時

に

従

来

の

説

の

一

助

と

な

り

、

時

に

再

考

を

促

す

こ

と

が

で

き

る

と

考

え

る

の

で

あ

る

。

五

、

四

六

駢

儷

体

を

考

慮

し

た

読

解

の

可

能

性

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論



- 73 -

す

で

に

確

認

し

て

き

た

よ

う

に

四

六

駢

儷

体

は

、

文

字

数

の

制

限

や

対

句

な

ど

の

修

辞

上

の

制

約

の

範

囲

内

で

表

現

す

る

文

体

で

あ

っ

た

。

そ

こ

に

着

目

し

て

文

章

読

解

の

可

能

性

を

示

し

た

も

の

に

文

珠

四

郎

琢

磨

〔

二

〇

二

三

〕

が

あ

る

。

文

珠

四

郎

氏

は

、

親

鸞

の

「

機

」

の

用

例

と

し

て

従

来

か

ら

真

宗

学

に

お

い

て

「

受

法

の

機

」

と

さ

れ

て

き

た

概

念

の

妥

当

性

を

検

証

し

、

疑

義

を

呈

し

て

い

る

。

受

法

の

機

と

は

「

機

」

の

一

語

で

信

心

そ

の

も

の

を

指

す

、

あ

る

い

は

他

力

信

心

の

念

仏

者

を

指

す

と

い

う

解

釈

で

あ

る

。

こ

の

前

者

の

解

釈

が

、

仏

教

一

般

に

お

け

る

「

機

」

が

教

法

の

対

象

を

意

味

す

る

概

念

で

あ

る

こ

と

と

乖

離

す

る

の

で

あ

る

が

、

親

鸞

独

自

の

解

釈

で

あ

る

と

し

て

そ

の

独

自

性

が

他

宗

派

の

解

釈

へ

の

超

勝

性

と

同

一

視

さ

れ

て

き

た

き

ら

い

が

あ

る

。

従

来

の

説

の

論

拠

と

な

っ

て

い

た

の

が

、

「

行

文

類

」

二

教

二

機

対

の

「

金

剛

信

心

絶

対

不

二

之

機

」

（

『

聖

典

全

書

』

二

・

五

八

頁

）

で

あ

っ

た

。

し

か

し

当

該

箇

所

は

念

仏

と

諸

善

の

対

論

と

機

に

つ

い

て

の

対

論

の

ま

と

め

箇

所

が

呼

応

す

る

よ

う

に

四

六

体

で

対

句

し

て

い

る

。

斯

義

如

斯

[

傍

句

]

然按

本

願

一

乗

海

円

融

満

足

極

速

無

礙

絶

対

不

二

之

教

[

送

句

]

也

斯

義

如

斯

[

傍

句

]

然按

一

乗

海

之

機

金

剛

信

心

絶

対

不

二

之

機

[

送

句

]
也

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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文

珠

四

郎

氏

は

、

右

の

よ

う

に

四

字

と

六

字

に

よ

る

対

句

を

意

識

し

て

い

る

が

た

め

に

、

「

金

剛

信

心

絶

対

不

二

之

機

」

と

な

っ

て

い

る

の

で

は

な

い

か

と

、

機

＝

信

心

と

読

む

解

釈

に

対

し

て

再

考

を

促

し

て

い

る

。

修

辞

上

の

制

限

が

な

け

れ

ば

、

「

金

剛

信

心

之

機

、

、

絶

対

不

二

之

機

」

と

「

之

機

」

を

繰

り

返

す

こ

と

が

で

き

た

が

、

こ

こ

で

は

冗

長

で

は

あ

る

か

ら

省

略

さ

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

と

述

べ

る

。

あ

る

い

は

「

獲

得

金

剛

信

心

絶

対

不

二

之

機

」

と

も

考

え

ら

れ

よ

う

。

そ

う

で

あ

る

な

ら

ば

、

機

＝

信

心

と

い

う

仏

教

、

、

一

般

と

乖

離

が

見

ら

れ

る

解

釈

を

回

避

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

も

ち

ろ

ん

親

鸞

独

自

の

解

釈

が

浄

土

真

宗

の

教

学

形

成

に

大

き

く

寄

与

し

て

い

る

面

も

あ

る

が

、

親

鸞

は

あ

く

ま

で

も

仏

教

の

枠

組

み

の

中

で

浄

土

真

宗

を

「

大

乗

の

中

の

大

乗

」

と

標

榜

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

後

の

学

者

が

誤

読

に

よ

っ

て

親

鸞

教

義

を

仏

教

の

埒

外

に

お

く

こ

と

は

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

。

親

鸞

の

著

述

に

仏

教

学

と

の

乖

離

が

見

ら

れ

る

用

例

が

あ

り

、

そ

れ

が

著

述

全

体

を

通

し

て

わ

ず

か

で

あ

る

場

合

、

四

六

駢

儷

体

の

修

辞

上

の

制

約

の

問

題

を

孕

ん

で

い

る

可

能

性

を

考

慮

に

入

れ

る

必

要

が

あ

る

だ

ろ

う

。

文

珠

四

郎

〔

二

〇

二

三

〕

は

、

そ

の

可

能

性

を

ひ

と

つ

の

傍

証

と

し

な

が

ら

考

察

す

る

意

義

を

提

示

し

た

重

要

な

論

考

と

考

え

る

。

六

、

親

鸞

の

四

六

駢

儷

体

の

習

得

時

期

さ

て

親

鸞

は

四

六

駢

儷

体

を

い

つ

頃

に

習

得

し

た

の

だ

ろ

う

か

。

小

川

貫

弌

〔

一

九

六

〇

〕

は

叡

山

時

代

よ

り

下

る

の

で

は

な

い

か

と

推

測

し

、

具

体

的

に

は

東

国

滞

在

期

の

一

切

経

校

合

等

に

よ

っ

て

宋

代

文

化

を

受

容

し

た

の

が

絶

好

の

機

会

だ

っ

た

の

で

な

い

か

(32)
と

推

定

し

て

い

た

。

し

か

し

、

小

川

説

は

再

考

の

必

要

が

あ

る

。

と

い

う

の

も

小

川

氏

は

、

四

六

駢

儷

体

を

宋

代

文

化

受

容

の

影

響

で

あ

る

と

想

定

し

て

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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い

る

が

、

前

述

し

た

よ

う

に

四

六

駢

儷

体

は

六

朝

時

代

頃

に

隆

盛

を

極

め

、

宋

代

に

は

唐

代

に

起

こ

っ

た

古

文

復

興

運

動

が

続

き

、

四

六

駢

儷

体

は

古

文

に

そ

の

場

を

奪

わ

れ

て

衰

退

の

一

途

を

た

ど

っ

て

い

る

。

そ

し

て

日

本

に

流

入

し

て

き

た

の

は

宋

代

よ

り

は

る

か

前

に

遡

る

。

小

川

氏

の

想

定

は

、

「

親

鸞

は

入

宋

僧

の

栄

西

や

俊

芿

に

つ

づ

い

て

四

六

の

文

章

を

書

い

た

人

で

あ

る

が

、

そ

れ

は

禅

四

六

の

勃

興

す

る

よ

り

以

前

、

鎌

倉

前

期

に

お

け

る

珍

し

い

存

在

で

な

か

ろ

う

か

と

思

う

」

と

あ

る

よ

う

に

、

室

町

時

代

に

禅

宗

の

五

山

(33)

文

学

が

四

六

駢

儷

体

を

多

用

す

る

以

前

は

、

僧

侶

が

四

六

駢

儷

体

を

用

い

る

こ

と

は

稀

有

で

あ

り

、

入

宋

僧

独

自

の

文

体

で

あ

る

と

い

う

前

提

に

立

脚

し

て

い

た

。

し

か

し

、

入

宋

僧

で

は

な

い

聖

覚

が

親

鸞

と

同

傾

向

の

四

六

駢

儷

体

を

著

し

て

い

た

よ

う

に

、

当

時

の

仏

教

界

、

少

な

く

と

も

叡

山

な

ど

の

親

鸞

の

活

動

範

囲

で

は

決

し

て

珍

し

い

文

体

で

は

な

か

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

(34)

そ

れ

ゆ

え

に

親

鸞

の

四

六

駢

儷

体

は

、

自

筆

の

『

教

行

証

文

類

』

坂

東

本

に

早

く

は

六

十

歳

頃

（

後

序

）

の

前

期

筆

跡

か

ら

八

十

三

歳

頃

の

後

期

筆

跡

（

総

序

・

別

序

）

ま

で

見

ら

れ

る

こ

と

に

鑑

み

て

も

、

六

十

三

歳

頃

の

一

切

経

校

合

や

帰

洛

後

の

泉

涌

寺

参

学

の

(35)

可

能

性

な

ど

で

は

な

く

、

叡

山

時

代

な

ど

の

青

年

期

か

ら

壮

年

期

、

つ

ま

り

比

較

的

早

い

時

期

に

習

得

し

て

晩

年

ま

で

使

い

続

け

た

も

の

と

考

え

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

(36)

小

結

以

上

、

近

年

の

国

語

学

の

成

果

を

援

用

し

な

が

ら

文

体

論

と

い

う

視

座

の

も

と

、

『

教

行

証

文

類

』

の

四

六

駢

儷

体

の

考

察

を

行

な

っ

て

き

た

。

著

述

に

よ

っ

て

様

々

な

文

体

を

使

い

分

け

る

親

鸞

が

『

教

行

証

文

類

』

で

は

四

六

駢

儷

体

と

い

う

文

体

に

大

き

な

注

意

を

払

っ

て

い

る

こ

と

を

提

示

し

、

そ

の

特

徴

を

明

ら

か

に

し

た

。

そ

れ

ら

を

踏

ま

え

る

こ

と

で

、

漢

文

の

読

み

手

と

し

て

の

親

鸞

像

の

把

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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握

や

従

来

の

『

教

行

証

文

類

』

の

読

解

に

対

し

て

再

考

を

促

す

可

能

性

を

例

示

し

た

。

ま

た

、

四

六

駢

儷

体

は

決

し

て

親

鸞

独

特

な

も

の

で

は

な

く

、

同

時

代

の

法

然

門

下

の

僧

侶

に

も

見

ら

れ

、

そ

の

文

体

の

傾

向

に

差

異

は

あ

る

も

の

の

法

然

門

下

内

で

も

共

有

さ

れ

た

文

体

で

あ

っ

た

こ

と

を

紹

介

し

た

。

親

鸞

が

四

六

駢

儷

体

の

典

拠

と

し

た

典

籍

が

、

外

典

で

は

な

く

専

ら

仏

教

典

籍

の

、

と

り

わ

け

浄

土

教

典

籍

で

あ

っ

た

こ

と

は

、

親

鸞

が

四

六

駢

儷

体

の

読

み

手

に

ど

の

よ

う

な

人

物

を

想

定

し

て

い

た

の

か

を

暗

示

し

て

い

る

の

か

も

し

れ

な

い

。

親

鸞

が

四

六

駢

儷

体

を

誰

に

向

け

て

、

な

ぜ

『

教

行

証

文

類

』

に

積

極

的

に

用

い

た

の

か

に

つ

い

て

は

稿

を

改

め

て

論

じ

た

い

。

（

註

）
平

安

時

代

の

日

本

語

で

は

和

文

語

と

漢

文

訓

読

語

と

が

対

立

的

に

存

在

し

て

お

り

、

同

義

語

で

あ

っ

て

も

「

よ

う

な

り

」

（

和

文

語

）

と

「

如

し

」

(1)
（

漢

文

訓

読

語

）

、

「

さ

れ

ば

」

（

和

文

語

）

と

「

し

か

る

に

」

（

漢

文

訓

読

語

）

の

よ

う

に

文

体

の

差

に

よ

っ

て

使

い

分

け

ら

れ

た

。

金

子

氏

の

指

摘

は

、

親

鸞

が

消

息

の

中

で

漢

文

の

素

養

を

持

つ

者

に

は

漢

文

訓

読

語

を

使

用

し

、

そ

う

で

な

い

者

に

は

和

文

語

主

体

で

書

き

送

っ

た

の

で

は

な

い

か

と

い

う

も

の

で

あ

っ

た

。

金

子

氏

は

親

鸞

の

自

筆

消

息

の

数

が

少

な

い

た

め

に

断

定

を

避

け

て

い

た

が

、

能

美

氏

が

和

語

聖

教

に

も

同

様

の

傾

向

が

あ

る

こ

と

を

確

認

し

た

こ

と

で

、

親

鸞

が

読

み

手

を

配

慮

し

た

著

述

態

度

を

有

し

て

い

た

と

結

論

づ

け

ら

れ

る

も

の

に

な

っ

て

い

る

。

詳

細

は

両

氏

の

論

考

を

参

照

さ

れ

た

い

。

『

聖

典

全

書

』

二

・

六

七

八

頁

、

七

一

六

頁

。

(2)
『

聖

典

全

書

』

二

・

三

八

六

頁

中

。

(3)
『

聖

典

全

書

』

二

・

六

七

八

頁

、

七

一

七

頁

。

(4)

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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『

浄

土

文

類

聚

鈔

』

に

も

四

六

駢

儷

体

は

見

ら

れ

る

が

、

本

稿

で

は

四

六

駢

儷

体

が

多

く

見

ら

れ

親

鸞

の

主

著

と

目

さ

れ

る

『

教

行

証

文

類

』

に

(5)
対

象

を

絞

っ

て

考

察

を

行

な

う

。

中

国

漢

文

の

修

辞

法

で

あ

る

四

六

駢

儷

体

を

「

国

語

学

」

と

し

て

言

及

し

て

い

る

点

に

違

和

感

を

覚

え

る

読

者

が

い

る

か

も

し

れ

な

い

の

で

、

あ

(6)
え

て

説

明

を

付

し

て

お

く

。

も

と

も

と

四

六

駢

儷

体

は

中

国

に

お

い

て

成

立

し

た

文

体

で

あ

る

が

、

親

鸞

の

四

六

駢

儷

体

は

日

本

語

話

者

が

日

本

語

話

者

を

読

者

と

し

て

書

い

た

日

本

漢

文

で

あ

る

。

中

国

漢

文

の

常

識

で

そ

の

巧

拙

や

規

則

性

な

ど

を

考

究

す

る

と

、

親

鸞

の

四

六

駢

儷

体

の

特

色

や

意

図

を

見

落

と

す

こ

と

に

な

る

。

あ

く

ま

で

も

平

安

後

期

か

ら

鎌

倉

時

代

に

か

け

て

中

国

へ

の

留

学

経

験

の

な

い

人

物

が

日

本

で

書

い

た

漢

文

と

い

う

文

脈

に

お

い

て

同

時

代

の

状

況

と

照

ら

し

て

考

え

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

ま

た

、

漢

文

研

究

に

関

し

て

は

中

国

漢

文

が

正

統

で

あ

り

、

日

本

漢

文

は

そ

れ

に

比

し

て

軽

視

さ

れ

、

国

語

学

で

は

和

文

研

究

が

中

心

で

漢

文

研

究

が

遅

れ

て

き

た

状

況

が

あ

る

。

日

本

漢

文

学

に

お

け

る

四

六

駢

儷

体

の

研

究

も

本

稿

が

多

大

な

恩

恵

を

蒙

っ

て

い

る

大

曾

根

章

介

氏

の

研

究

を

待

た

ね

ば

な

ら

な

か

っ

た

。

こ

れ

が

今

ま

で

親

鸞

の

四

六

駢

儷

体

に

つ

い

て

先

行

研

究

が

ほ

と

ん

ど

な

か

っ

た

原

因

の

ひ

と

つ

と

考

え

ら

れ

る

。

ゆ

え

に

大

曾

根

氏

に

先

立

つ

小

川

氏

の

研

究

と

そ

の

内

容

は

瞠

目

に

値

す

る

も

の

で

あ

り

、

本

稿

執

筆

の

契

機

と

な

っ

た

。

敬

意

を

表

し

て

小

川

説

を

紹

介

し

修

正

す

る

こ

と

が

本

稿

の

目

的

の

ひ

と

つ

で

あ

る

。

本

章

の

四

六

駢

儷

体

の

概

説

は

大

曾

根

章

介

〔

一

九

九

八

〕

に

よ

る

。

(7)
大

曾

根

章

介

〔

一

九

七

四

〕

に

よ

れ

ば

、

対

句

の

巧

拙

が

文

章

の

評

価

に

一

致

し

て

い

た

た

め

に

、

平

安

時

代

の

人

々

は

藤

原

明

衡

が

美

文

を

蒐

(8)
集

し

て

編

纂

し

た

『

本

朝

文

粋

』

な

ど

を

座

右

に

置

い

て

作

文

を

行

な

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

と

い

わ

れ

て

い

る

。

し

か

し

江

戸

時

代

に

事

情

は

一

変

し

、

儒

学

者

を

中

心

に

、

修

飾

に

走

る

四

六

駢

儷

体

は

否

定

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

表

舞

台

か

ら

姿

を

消

し

た

。

『

教

行

証

文

類

』

が

漢

籍

に

精

通

し

高

い

漢

文

作

成

能

力

の

あ

っ

た

江

戸

期

の

宗

学

者

た

ち

に

よ

っ

て

研

鑽

さ

れ

た

の

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

四

六

駢

儷

体

へ

注

意

が

払

わ

れ

ず

具

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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体

的

な

研

究

が

見

ら

れ

な

い

の

は

、

当

時

の

四

六

駢

儷

体

の

評

価

の

低

さ

に

起

因

す

る

と

考

え

ら

れ

る

。

大

曾

根

章

介

〔

一

九

九

八

〕

四

七

四

～

四

七

五

頁

。

句

型

に

関

し

て

は

、

前

島

信

也

〔

二

〇

二

一

〕

が

上

記

の

大

曾

根

氏

を

踏

ま

え

て

整

理

し

て

(9)
い

る

凡

例

を

依

用

し

た

。

金

文

京

〔

二

〇

一

〇

〕

一

七

九

～

一

八

〇

頁

。

(10)
詳

し

く

は

山

本

真

吾

〔

二

〇

〇

六

〕

参

照

。

(11)
総

序

と

別

序

の

発

句

で

あ

る

「

窃

以

」

は

、

講

録

な

ど

で

善

導

の

『

観

経

疏

』

「

玄

義

分

」

を

出

拠

と

挙

げ

、

善

導

へ

の

思

慕

が

強

調

さ

れ

る

こ

(12)
と

が

あ

る

が

、

同

時

代

の

四

六

駢

儷

体

を

参

照

す

る

と

頻

出

の

単

語

で

あ

る

。

（

『

作

文

大

躰

』

（

『

天

理

図

書

館

善

本

叢

書

和

書

之

部

第

五

十

七

巻

平

安

詩

文

残

篇

』

、

八

木

書

店

、

一

九

八

四

年

）

一

九

頁

の

発

句

の

例

に

確

認

で

き

る

ほ

か

、

山

本

真

吾

〔

二

〇

〇

六

〕

所

収

の

翻

刻

に

も

用

例

が

確

認

で

き

る

。

）

こ

れ

に

関

し

て

は

、

親

鸞

が

「

窃

以

」

と

い

う

単

語

を

選

択

し

た

背

景

に

、

も

ち

ろ

ん

善

導

へ

の

思

慕

も

大

い

に

考

え

ら

れ

る

が

、

親

鸞

と

時

代

を

大

き

く

隔

て

な

い

存

覚

が

『

六

要

鈔

』

で

単

に

「

発

端

之

言

」

（

『

聖

典

全

書

』

四

・

一

〇

〇

〇

頁

）

と

解

説

し

、

善

導

に

言

及

し

て

い

な

い

よ

う

に

、

当

時

の

語

彙

や

四

六

駢

儷

体

の

通

例

に

倣

っ

た

と

い

う

視

点

も

見

落

と

さ

れ

て

は

な

ら

な

い

。

む

し

ろ

親

鸞

と

同

時

代

の

四

六

駢

儷

体

へ

視

野

を

広

げ

る

こ

と

で

、

親

鸞

の

単

語

選

択

の

理

由

や

背

景

を

垣

間

見

る

こ

と

が

で

き

る

一

例

と

い

え

よ

う

。

義

浄

『

大

唐

西

域

求

法

高

僧

伝

』

「

於

是

巡

渉

西

蕃

而

東

夏

」

（

『

大

正

蔵

』

五

一

・

一

頁

下

）

(13)
『

無

量

寿

経

』

「

忿

成

怨

結

」

（

『

聖

典

全

書

』

一

・

五

八

頁

）

(14)
玄

奘

『

大

唐

西

域

記

』

「

樹

心

仏

地

流

念

法

海

」

（

『

大

正

蔵

』

五

一

・

八

八

七

頁

上

）

(15)
古

田

武

彦

〔

一

九

八

五

〕

は

、

後

序

の

「

窃

以

」

の

発

句

で

始

ま

る

形

式

や

「

今

上

」

と

さ

れ

る

土

御

門

天

皇

に

つ

い

て

、

ま

た

「

平

出

」

書

式

(16)
や

文

色

が

大

き

く

異

な

る

こ

と

を

根

拠

に

、

後

序

の

冒

頭

か

ら

「

慶

哉

」

の

前

ま

で

の

部

分

を

別

時

期

に

著

さ

れ

た

親

鸞

の

初

期

文

書

か

ら

の

引

用

と

見

て

い

る

。

（

五

〇

三

～

五

五

九

頁

）

四

六

駢

儷

体

と

い

う

観

点

か

ら

は

、

漫

句

に

関

し

て

は

古

田

氏

が

指

摘

す

る

よ

う

に

別

時

期

の

文

書

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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の

挿

入

と

い

う

可

能

性

は

大

い

に

あ

り

う

る

と

考

え

ら

れ

る

。

し

か

し

「

窃

以

」

～

「

註

由

来

之

縁

」

と

そ

れ

以

降

の

文

章

と

が

趣

を

異

と

し

て

い

る

と

は

断

定

で

き

な

い

。

こ

の

問

題

に

つ

い

て

は

今

後

の

課

題

と

し

た

い

。

『

聖

典

全

書

』

二

・

二

六

一

頁

。

(17)
文

章

の

役

割

の

異

な

る

教

義

書

の

文

と

表

白

文

と

を

無

批

判

に

同

じ

俎

上

で

論

ず

る

こ

と

へ

の

難

は

避

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

が

、

「

聖

覚

法

印

(18)
表

白

文

」

は

親

鸞

が

確

実

に

目

を

通

し

た

四

六

駢

儷

体

で

あ

る

と

い

う

点

、

今

回

扱

う

『

教

行

証

文

類

』

の

三

序

が

い

ず

れ

も

執

筆

の

経

緯

や

仏

や

祖

師

へ

の

讃

嘆

と

い

っ

た

表

白

文

に

重

な

る

役

割

を

担

っ

て

い

る

点

に

鑑

み

て

比

較

対

象

に

挙

げ

た

。

次

の

句

と

対

偶

を

為

し

て

い

る

の

で

、

「

者

」

が

脱

字

し

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

。

(19)
法

照

『

浄

土

五

会

法

事

讃

』

「

不

簡

破

戒

罪

根

深

」

（

『

聖

典

全

書

』

二

・

三

九

頁

）

(20)
『

同

右

』

「

不

簡

下

智

與

高

才

」

（

『

聖

典

全

書

』

二

・

三

九

頁

）

(21)
『

文

選

』

李

陵

「

振

臂

一

呼

」

(22)
『

漢

語

灯

録

』

「

大

経

釈

」

「

以

智

慧

船

筏

渡

生

死

大

海

」

（

『

聖

典

全

書

』

六

・

二

九

六

頁

）

(23)
白

居

易

「

長

恨

歌

」

「

悠

悠

生

死

別

経

年

」

(24)
善

導

『

観

念

法

門

』

「

劫

累

劫

粉

身

砕

骨

報

謝

仏

恩

由

来

称

本

心

」

（

『

聖

典

全

書

』

一

・

八

九

六

～

八

九

七

頁

）

(25)
慧

皎

『

高

僧

伝

』

「

致

隨

喜

」

(26)
源

信

『

往

生

要

集

』

大

文

第

二

「

蓮

華

初

開

楽

」

・

「

引

接

結

縁

楽

」

（

『

聖

典

全

書

』

一

・

一

〇

四

七

頁

）

(27)
前

島

信

也

〔

二

〇

二

一

〕

二

〇

〇

頁

。

(28)
佐

々

木

勇

〔

二

〇

二

一

〕

四

〇

頁

。

(29)
殿

内

恒

〔

一

九

九

六

〕

一

五

一

頁

。

(30)

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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殿

内

恒

〔

一

九

九

六

〕

一

五

三

頁

。

(31)
小

川

氏

は

、

先

行

研

究

に

親

鸞

の

四

六

駢

儷

体

は

日

野

家

の

家

学

の

素

養

と

す

る

も

の

が

あ

る

と

し

て

藤

堂

祐

範

〔

一

九

三

〇

〕

『

浄

土

教

版

の

(32)
研

究

』

を

挙

げ

る

が

、

そ

の

よ

う

な

指

摘

を

確

認

す

る

こ

と

は

で

き

な

か

っ

た

。

小

川

〔

一

九

七

三

〕

四

六

〇

頁

。

(33)
た

だ

し

、

信

瑞

は

法

然

門

下

で

あ

り

な

が

ら

俊

芿

の

影

響

も

受

け

て

い

る

の

で

、

親

鸞

も

信

瑞

の

よ

う

に

泉

涌

寺

を

通

し

て

宋

代

仏

教

文

化

の

影

(34)
響

に

依

っ

た

と

す

る

説

も

完

全

に

は

否

定

で

き

な

い

。

し

か

し

四

六

駢

儷

体

を

用

い

る

親

鸞

が

「

鎌

倉

前

期

に

お

け

る

珍

し

い

存

在

」

と

い

う

評

価

は

訂

正

の

必

要

が

あ

る

。

重

見

一

行

〔

一

九

八

一

〕

二

二

一

・

二

九

九

頁

。

(35)
日

野

家

の

修

学

が

影

響

す

る

か

は

さ

ら

な

る

検

討

が

必

要

だ

が

、

関

東

の

漁

村

出

身

で

あ

る

日

蓮

が

『

立

正

安

国

論

』

で

四

六

駢

儷

体

を

使

用

し

(36)
て

い

る

こ

と

か

ら

、

出

自

や

幼

少

期

の

修

学

環

境

で

は

な

く

比

叡

山

で

習

得

す

る

こ

と

が

で

き

た

と

考

え

る

の

が

妥

当

と

筆

者

は

推

定

し

て

い

る

。

参

考

文

献

小

川

貫

弌

〔

一

九

六

〇

〕

「

親

鸞

聖

人

に

み

る

宋

朝

文

化

の

種

々

相

」

（

『

龍

谷

大

学

論

集

』

三

六

五

・

三

六

六

号

）

〔

䢪

一

九

七

三

〕

『

仏

教

文

化

史

研

究

』

永

田

文

昌

堂

大

曾

根

章

介

〔

一

九

七

四

〕

「

四

六

駢

儷

文

の

行

方

」

（

『

季

刊

文

学

・

語

学

』

七

〇

号

）

〔

一

九

九

八

〕

『

大

曾

根

章

介

日

本

漢

文

学

論

集

一

』

汲

古

書

店

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論
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重

見

一

行

〔

一

九

八

一

〕

『

教

行

信

証

の

研

究

丨

そ

の

成

立

過

程

の

文

献

的

考

察

丨

』

法

藏

館

古

田

武

彦

〔

一

九

八

五

〕

『

親

鸞

思

想

丨

そ

の

史

料

批

判

』

冨

山

房

殿

内

恒

〔

一

九

九

六

〕

「

親

鸞

聖

人

の

証

果

論

に

つ

い

て

の

一

考

察

丨

「

証

文

類

」

の

転

訓

箇

所

を

中

心

に

丨

」

（

『

行

信

学

報

』

通

刊

第

九

号

）

金

子

彰

〔

一

九

九

八

〕

「

鎌

倉

時

代

の

仏

教

者

の

語

彙

に

つ

い

て

丨

法

然

と

親

鸞

の

仮

名

書

状

に

見

ら

れ

る

和

文

語

と

漢

文

訓

読

語

丨

」

（

『

東

京

女

子

大

学

比

較

文

化

研

究

所

紀

要

』

五

九

号

）

山

本

真

吾

〔

二

〇

〇

六

〕

『

平

安

鎌

倉

時

代

に

於

け

る

表

白

・

願

文

の

文

体

の

研

究

』

汲

古

書

店

金

文

京

〔

二

〇

一

〇

〕

『

漢

文

と

東

ア

ジ

ア

丨

訓

読

の

文

化

圏

』

岩

波

書

店

能

美

潤

史

〔

二

〇

一

五

〕

「

親

鸞

聖

人

の

表

現

に

関

す

る

一

考

察

」

（

『

真

宗

学

』

一

三

二

号

）

前

島

信

也

〔

二

〇

二

一

〕

『

敬

西

房

信

瑞

の

研

究

』

法

藏

館

佐

々

木

勇

〔

二

〇

二

一

〕

「

親

鸞

聖

人

の

漢

文

訓

読

」

（

『

浄

土

真

宗

総

合

研

究

』

一

四

号

）

文

珠

四

郎

琢

磨

〔

二

〇

二

三

〕

「

真

宗

学

に

お

け

る

「

受

法

の

機

」

概

念

に

対

す

る

若

干

の

疑

問

」

(

『

真

宗

学

』

一

四

七

号

掲

載

予

定

、

龍

谷

大

学

真

宗

学

会

第

七

十

六

回

大

会

発

表

）

『

教

行

証

文

類

』

の

文

体

論


